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年会費納入のお願い

平成20年度の年会費のお支払いをお願いいたします。それ以前に未納の会費がある場合はあわせてそちらの

納入もお願いいたします。既に納入の依頼書は郵送済みです。平成19年度までの会費に未納がありますと，今

年度に予定されております役員選挙の投票権が得られませんのでご注意ください。会費の納入についてご不明

の際は事務局までお問い合わせください。Tel 03-3644－2605

なお，昨年度の総会で承認されましたとおり，今年度より賛助会員様の年会費が変更になっております。

新 ￥30,000／年会費 １口 ← 旧 ￥10,000／年会費 １口

何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

ＥＴＳシンポジウム －においを中心としたＥＴＳ対策（技術）の現状と問題点－

主催：大気環境学会 室内環境分科会 共催：室内環境学会，空気清浄協会

後援：においかおり環境協会

日 時 平成20年６月18日（水）午後２時～４時半

場 所 東京大学 本郷キャンパス 山上会館

参加費 無料

申込先 taikai@orea.or.jp

内 容（タイトルは仮題）

１．基調講演（司会・進行：中井里史）

・たばこ煙への曝露と測定の問題点（静岡県立大学 雨谷敬史先生）

・たばこのにおいとＥＴＳとしての課題（におい・かおり環境協会 岩崎好陽会長）

・たばこの臭いの脱臭について（北炭化成工業 大林真人様）

・喫煙者・非喫煙者（人の観点）からのＥＴＳ対策（大同工業大学 光田恵先生）

２．パネルディスカッション（座長：東京大学柳沢幸雄先生）

問い合わせ先 大気環境学会 室内環境分科会 世話人

中井 里史（横浜国立大学），e-mail：snakai@ynu.ac.jp

第25回エアロゾル科学・技術研究討論会および国際シンポジウム2008

主催：日本エアロゾル学会 共催：日本空気清浄協会

協賛：室内環境学会

日 時 平成20年８月20日（水）～22日（金）

場 所 金沢大学角間キャンパス自然科学本館（金沢市）

内 容 日本エアロゾル学会ホームページ（http://www.jaast.jp/home-j.shtml）をご覧ください。

全日本科学機器展 東京2008（http://www.sis-tokyo.jp/）

主催：日本科学機器団体連合会／フジサンケイ ビジネスアイ

後援：室内環境学会 他

日 時 平成20年11月26日（水）～28日（金）

場 所 東京ビッグサイト〔東京都江東区有明3-21-1〕

室内環境学会として出展・シンポジウム開催予定 シンポジウムテーマ 「生物粒子測定法」

（11月28日（金）開催予定）
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環境省の競争的資金についてのご案内

環境省では，競争的資金を４制度所管しており，21年度の事業については，予算案が固まる前ですが，引き

続き，これら制度による研究開発を実施したいと考えております。

４制度では，公募時期などで多少違うところもございますため，早めにご準備いただけるよう紹介いたしま

す。（一覧表をご参照ください）
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（詳細はhttp://ecotech.nies.go.jp/support/をご参照ください）

環境省の競争的研究資金

地球
環境

地球環境研究
総合推進費

・分類：ボトムアップ型（問題対応型・革新型）＋トップダウン型
（戦略領域）＋国際交流研究（全て委託事業）

・対象：地球環境政策に貢献できる独創的・先導的な研究
・20年度予算額：32億円
・担当：地球環境局総務課研究調査室
・公募：前年10月中旬～11月中旬

地球温暖化対策
技術開発事業

・分類：委託事業＋補助事業（1/2）
・対象：早期の事業化・製品化が見込まれる、地球温暖化対策に貢

献する新たな技術開発
・20年度予算額：37億円
・担当：地球環境局温暖化対策課
・公募：２月上旬～３月上旬 ※２次公募も行う予定

循環
型社
会

廃棄物処理等科
学研究費補助金

・分類：循環型社会形成推進研究事業＋次世代循環型社会形成推進
技術基盤整備事業（1/2補助）

・20年度予算額：11億円
・担当：廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課
・公募：前年12月中旬～１月下旬

自然
共生

安全･
安心

環境技術開発等
推進費

・分類：ボトムアップ型＋トップダウン型
ボトムアップ型には地域枠を設置

・20年度予算額：８億円
・担当：総合環境政策局総務課環境研究技術室
・公募：前年10月中旬～11月中旬
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